
譬
喩
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観―

法
華
経
お
よ
び
題
目
五
字
七
字
の
譬
喩
的
表
現
を
通
じ
て
―

髙
森
大
乗

は
じ
め
に

先
述
の
通
り
、
「
譬
喩
（
比
喩
）
」
と
は
、
本
義
す
な
わ
ち
表
現
対
象
（
た
と
え
ら
れ
る
も
の
）
と
、

喩
義
す
な
わ
ち
比
喩
対
象
（
た
と
え
る
も
の
）
と
の
間
の
類
推
・
対
比
・
連
想
等
に
よ
っ
て
成
立
す
る
弁

証
法
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
文
章
に
特
殊
な
感
情
効
果
を
与
え
る
表
現
方
法
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
（
１
）

。

こ
の
譬
喩
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
別
し
て
以
下
の
ふ
た
つ
の
方
法
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ひ

と
つ
は
喩
義
（
た
と
え
る
も
の
）
を
主
軸
と
し
て
、
本
義
（
た
と
え
ら
れ
る
も
の
）
の
内
容
を
分
別
す
る

方
法
、
い
ま
ひ
と
つ
は
本
義
（
た
と
え
ら
れ
る
も
の
）
を
主
軸
と
し
て
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
喩
義
（
た
と

え
る
も
の
）
の
用
例
に
着
目
す
る
方
法
で
あ
る
（
２
）

。
日
蓮
教
学
研
究
の
場
に
お
い
て
日
蓮
聖
人
の
著
作

や
書
状
に
み
え
る
譬
喩
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
前
者
の
方
法
論
で
は
、
日
・
月
・
山
・
海
・
火
・
水
な
ど

の
事
物
や
現
象
あ
る
い
は
蓮
華
喩
・
法
華
七
喩
・
薬
王
品
十
喩
・
大
乗
十
喩
な
ど
の
た
と
え
（
喩
義
）
が
、

法
門
や
教
義
の
伝
達
内
容
（
本
義
）
に
よ
っ
て
い
か
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
場
合
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
は
、
聖
人
の
法
華
経
観
・
世
界
観
・
女
性
観
・
釈
尊
観
・
仏
陀
論

・
衆
生
論
・
成
仏
論
な
ど
の
法
門
の
説
明
や
一
念
三
千
・
十
界
互
具
・
久
遠
実
成
・
二
乗
作
仏
な
ど
の
語

句
の
解
説
（
本
義
）
が
、
い
か
な
る
事
物
（
喩
義
）
に
よ
っ
て
た
と
え
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
場
合

で
あ
る
と
い
え
る
。

今
回
は
、
後
者
の
研
究
方
法
に
立
脚
し
て
、
法
華
経
お
よ
び
題
目
五
字
七
字
の
譬
喩
的
表
現
に
み
え
る

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観
乃
至
題
目
観
に
つ
い
て
は
、

従
来
よ
り
多
く
の
研
究
者
が
考
察
を
加
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
、
教
相
論
・
観
心
論
・

行
法
論
・
仏
陀
論
・
仏
性
論
・
一
念
三
千
論
・
下
種
論
・
本
尊
論
等
と
広
範
に
亙
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
法
華
経
や
題
目
五
字
七
字
そ
の
も
の
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
表
現
を
も
っ
て
遺
文
中
に
登
場
す

る
か
を
分
析
・
研
究
し
た
例
は
少
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
本
章
で
は
、
真
蹟
現
存
遺
文
・
真
蹟
曾
存

遺
文
・
真
蹟
断
片
現
存
遺
文
・
真
蹟
断
簡
現
存
遺
文
を
中
心
に
、
法
華
経
お
よ
び
題
目
五
字
七
字
に
関
す

る
譬
喩
的
表
現
を
取
り
あ
げ
、
新
た
な
視
座
か
ら
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観
に
迫
っ
て
み
た
い
。

一
、
具
足
論
に
お
け
る
譬
喩
の
用
例

ま
ず
、
日
蓮
聖
人
が
法
華
経
の
具
足
論
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
に
用
い
ら
れ
た
譬
喩
の
用
例
を
検
討

す
る
。

具
足
論
の
譬
説
に
は
、
主
に
大
海
・
如
意
宝
珠
な
ど
の
事
象
が
多
く
活
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
い
ず

れ
も
法
華
経
が
一
切
経
の
教
え
を
内
包
し
、
あ
る
い
は
十
界
因
果
の
功
徳
を
具
備
す
る
こ
と
の
説
明
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
代
表
例
を
紹
介
す
る
と
、
『
法
華
題
目
鈔
』
（
『
定
遺
』
三
九
五
～
三
九
六
頁
、
文
永
三

年
【
断
】）
で
は
、

大
海
は
衆
流
を
納
め
、
大
地
は
有
情
非
情
を
持
、
如
意
宝
珠
は
万
宝
を
雨
し
、
梵
王
は
三
界
を
領
す
。

妙
法
蓮
華
経
の
五
字
亦
復
如
是
。
一
切
九
界
の
衆
生
並
に
仏
界
を
納
た
り
。
十
界
を
納
れ
ば
亦
十
界

の
依
報
の
国
土
を
収
む
。
先
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
一
切
の
法
を
納
る
事
を
い
は
ば
、
経
の
一
字
は



諸
経
の
中
の
王
也
。
一
切
の
群
経
を
納
。
（
略
）
此
経
の
一
字
の
中
に
十
方
法
界
の
一
切
経
を
納
た

り
。
譬
ば
如
意
宝
珠
の
一
切
の
財
を
納
め
、
虚
空
の
万
象
を
含
め
る
が
如
し
。

と
み
え
る
（
３
）

。
同
様
な
表
現
は
、『
十
章
鈔
』（
『
定
遺
』
四
九
一
頁
、
文
永
八
年
【
真
】
）
、『
開
目
抄
』（
『
定

遺
』
五
七
〇
頁
、
文
永
九
年
【
曾
】
）
、
『
撰
時
抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
二
五
頁
、
建
治
元
年
【
真
】
）
、
『
報

恩
抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
四
一
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】
）
、『
王
日
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
八
五
三
頁
、
弘

安
三
年
【
断
】
）
、『
上
野
殿
御
書
』（
『
定
遺
』
一
八
六
九
頁
、
弘
安
四
年
【
断
】）
等
に
も
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
天
竺
や
日
本
と
い
っ
た
国
名
が
国
土
や
人
民
を
も
包
含
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
法
華
経
の
具
足

論
の
譬
説
と
な
し
た
例
と
し
て
、
『
報
恩
抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
四
三
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】）
で
は
、

妙
楽
大
師
云
、
収
一
代
教
法
出
法
華
文
心
等
云
々
。
天
竺
は
七
十
箇
国
な
り
。
■
名
は
月
氏
国
。
日

本
は
六
十
六
箇
国
、
■
名
は
日
本
国
。
月
氏
の
名
の
内
に
七
十
箇
国
乃
至
人
畜
珍
宝
み
な
あ
り
。
日

本
と
申
名
の
内
に
六
十
六
箇
国
あ
り
。
出
羽
の
羽
も
奥
州
の
金
も
、
乃
至
国
の
珍
宝
人
畜
乃
至
寺
塔

も
神
社
も
、
み
な
日
本
と
申
二
字
の
名
の
内
に
摂
れ
り
。
（
略
）
こ
れ
は
み
な
一
に
一
切
の
有
こ
と

わ
り
な
り
。

と
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
（
４
）

。
相
似
し
た
表
現
が
『
四
信
五
品
抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
九
八
頁
、
建
治

三
年
【
真
】
）
や
『
千
日
尼
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
七
五
九
～
一
七
六
〇
頁
、
弘
安
三
年
【
真
】
）
等
に

も
み
え
る
（
５
）

。
ま
た
、
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
八
一
二
頁
、
弘
安
三
年
【
断
】
）
で

は
、

日
本
国
に
一
切
経
わ
た
れ
り
。
七
千
三
百
九
十
九
巻
也
。
彼
々
の
経
々
は
皆
法
華
経
の
眷
属
也
。
例

せ
ば
、
日
本
国
の
男
女
の
数
四
十
九
億
九
万
四
千
八
百
二
十
八
人
候
へ
ど
も
、
皆
一
人
の
国
王
の
家

人
た
る
が
如
し
。

と
説
か
れ
て
い
る
（
６
）

。
こ
れ
ら
は
、
法
華
経
に
お
け
る
爾
前
四
味
諸
経
の
具
足
あ
る
い
は
十
界
因
果
・

依
正
三
世
間
の
具
足
を
表
顕
し
た
譬
喩
と
い
え
よ
う
。

二
、
成
仏
論
に
お
け
る
譬
喩
の
用
例

次
に
、
法
華
経
の
力
用
・
経
用
、
特
に
成
仏
論
・
救
済
論
に
つ
い
て
譬
え
た
と
思
わ
れ
る
説
示
を
紹
介

す
る
。
こ
れ
ら
の
説
示
に
は
、
薬
・
乳
・
醍
醐
・
利
剣
・
大
海
・
須
弥
山
な
ど
の
事
象
が
多
用
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
も
、
『
大
智
度
論
』
や
『
涅
槃
経
』
あ
る
い
は
天
台
三
大
部
な

ど
の
経
論
疏
に
広
く
及
ん
で
お
り
、
法
華
経
を
譬
喩
表
現
す
る
の
に
必
ず
し
も
法
華
経
所
説
の
譬
喩
を
用

い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

具
体
例
を
提
示
す
る
と
、『
法
華
題
目
鈔
』
（
『
定
遺
』
三
九
三
頁
、
文
永
三
年
【
断
】）
で
は
、

譬
ば
蓮
華
は
日
に
随
て
回
る
、
蓮
に
心
な
し
。
芭
蕉
は
雷
に
よ
り
て
増
長
す
、
是
草
に
耳
な
し
。
我

等
は
蓮
華
と
芭
蕉
と
の
如
く
、
法
華
経
の
題
目
は
日
輪
と
雷
と
の
如
し
。
犀
の
生
角
を
身
に
帯
し
て

水
に
入
ぬ
れ
ば
、
水
五
尺
身
に
近
づ
か
ず
、
栴
檀
の
一
葉
開
ぬ
れ
ば
、
四
十
由
旬
の
伊
蘭
変
ず
。
我

等
が
悪
業
は
伊
蘭
と
水
と
の
如
く
、
法
華
経
の
題
目
は
犀
の
生
角
と
栴
檀
の
一
葉
と
の
如
し
。
金
剛

は
堅
固
に
し
て
一
切
の
物
に
破
ら
れ
ざ
れ
ど
も
、
羊
の
角
と
亀
の
甲
に
破
ら
る
。
尼
倶
類
樹
は
大
鳥

に
も
枝
を
れ
ざ
れ
ど
も
、
か
の
ま
つ
げ
に
す
く
う
せ
う
れ
う
鳥
に
や
ぶ
ら
る
。
我
等
が
悪
業
は
金
剛

の
ご
と
し
、
尼
倶
類
樹
の
ご
と
し
。
法
華
経
の
題
目
は
羊
角
の
ご
と
く
、
せ
う
れ
う
鳥
の
如
し
。
琥

珀
は
塵
を
と
り
、
磁
石
は
鉄
を
す
う
。
我
等
が
悪
業
は
塵
と
鉄
と
の
如
く
、
法
華
経
の
題
目
は
琥
珀

と
磁
石
と
の
如
し
。



と
み
え
る
（
７
）

。
こ
れ
は
、
蓮
華
・
芭
蕉
の
譬
喩
を
も
っ
て
但
信
無
解
・
以
信
代
慧
を
譬
え
、
人
は
存
外

の
信
心
さ
え
あ
れ
ば
、
題
目
の
五
字
七
字
が
犀
角
・
栴
檀
の
如
く
悪
業
を
除
き
、
羊
角
・
亀
甲
・
鷦
鷯
鳥

の
如
く
悪
業
を
破
し
、
琥
珀
・
磁
石
の
如
く
悪
業
を
吸
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
譬
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
は
純
粋
な
成
仏
論
と
は
言
い
難
い
が
、『
法
蓮
鈔
』（
『
定
遺
』
九
四
四
～
九
四
五
頁
、
建
治
元
年
【
曾
】
）

に
至
る
と
、

今
法
華
経
と
申
は
一
切
衆
生
を
仏
に
な
す
秘
術
ま
し
ま
す
御
経
な
り
。
（
略
）
譬
ば
竹
の
節
を
一
破

ぬ
れ
ば
余
の
節
亦
た
破
る
る
が
如
し
。
囲
碁
と
申
あ
そ
び
に
し
ち
や
う
と
云
事
あ
り
。
一
石
死
ぬ
れ

ば
多
の
石
死
ぬ
。
法
華
経
も
又
如
此
。
金
と
申
も
の
は
木
草
を
失
用
を
備
へ
、
水
は
一
切
の
火
を
け

す
徳
あ
り
。
法
華
経
も
又
一
切
衆
生
を
仏
に
な
す
用
お
は
し
ま
す
。
（
略
）
例
せ
ば
悲
母
の
食
物
の

乳
と
な
り
て
赤
子
を
養
が
如
し
。
（
略
）
赤
子
の
水
火
を
わ
き
ま
へ
ず
、
毒
薬
を
知
ざ
れ
ど
も
、
乳

を
含
め
ば
身
命
を
つ
ぐ
が
如
し
。

と
み
え
る
よ
う
に
、
但
信
無
解
の
成
仏
に
関
す
る
譬
説
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
（
８
）

。
更
に
、

法
華
経
は
不
信
の
者
す
ら
謗
ぜ
ざ
れ
ば
聞
つ
る
が
不
思
議
に
て
仏
に
な
る
な
り
。
所
謂
七
歩
蛇
に
食

れ
た
る
人
、
一
歩
乃
至
七
歩
を
す
ぎ
ず
。
毒
の
用
の
不
思
議
に
て
八
歩
を
す
ご
さ
ぬ
な
り
。
又
胎
内

の
子
の
七
日
の
如
し
。
必
七
日
の
内
に
転
じ
て
余
の
形
と
な
る
。
八
日
を
す
ご
さ
ず
。

と
聞
法
下
種
の
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
。七
歩
蛇
と
胎
児
の
譬
喩
は
題
目
七
字
の
字
数
に
か
け
た
表
現
で
、

七
字
目
を
聞
き
終
わ
っ
て
即
成
仏
す
る
旨
を
意
図
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。（
９
）

こ
れ
ら
但
信
無
解
の
成
仏
に
類
似
し
た
表
現
は
、
ほ
か
に
も
『
撰
時
抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
五
八
頁
、

建
治
元
年
【
真
】
）
、
『
報
恩
抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
四
二
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】
）
、
『
九
郎
太
郎
殿
御
返
事
』

（
『
定
遺
』
一
六
〇
三
頁
、
弘
安
元
年
【
断
】
）
、
『
随
自
意
御
書
』
（
『
定
遺
』
一
六
一
一
頁
、
弘
安
元
年

【
真
】
）
、
『
盂
蘭
盆
御
書
』
（
『
定
遺
』
一
七
七
六
頁
、
弘
安
三
年
【
真
】
）
、
『
大
豆
御
書
』
（
『
定
遺
』
一

八
〇
九
頁
、
弘
安
三
年
【
曾
】
）
、『
上
野
尼
御
前
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
八
九
三
頁
、
弘
安
四
年
【
断
】）

等
、
多
く
の
遺
文
に
見
受
け
ら
れ
る
（10

）

。

ま
た
『
四
信
五
品
抄
』（
『
定
遺
』
一
二
九
八
頁
、
建
治
三
年
【
真
】
）
で
は
、

小
児
含
乳
不
知
其
味
自
然
益
身
。
耆
婆
妙
薬
誰
弁
服
之
。
水
無
心
消
火
、
火
焼
物
豈
有
覚
。
（
略
）

妙
法
蓮
華
経
五
字
非
経
文
、
非
其
義
、
唯
一
部
意
耳
。
初
心
行
者
不
知
其
心
、
而
行
之
自
然
当
意
也
。

と
み
え
る
。
法
華
経
を
乳
や
薬
に
譬
え
て
、
そ
の
効
能
を
説
く
例
は
多
く
、
遺
文
の
随
所
に
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
『
定
遺
』
七
一
六
～
七
一
七
頁
、
文
永
一
〇
年
【
真
】
）
で
は
、
如
来
寿

量
品
の
「
是
好
良
薬
今
留
在
此
」
（
『
開
結
』
四
二
五
頁
）
の
文
を
引
証
し
て
、
「
是
好
良
薬
寿
量
品
肝
要

名
体
宗
用
教
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
也
」
と
五
重
玄
具
足
の
七
字
が
明
か
さ
れ
る
。
同
様
に
寿
量
品
所
説
の

良
薬
を
法
華
経
や
五
字
七
字
に
対
応
さ
せ
る
例
と
し
て
、
『
法
華
取
要
抄
』
（
『
定
遺
』
八
一
四
頁
、
文
永

一
一
年
【
真
】）
が
あ
る
。

こ
れ
と
な
ら
ん
で
、
薬
王
菩
薩
本
事
品
の
「
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
」（
『
開
結
』
五
二
九
頁
）

の
文
を
引
い
て
法
華
経
・
五
字
七
字
を
説
明
さ
れ
る
場
合
も
多
く
、
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
（
『
定
遺
』

九
〇
三
頁
、
文
永
一
二
年
【
真
】
）
で
は
、

涅
槃
経
云
譬
如
七
子
父
母
非
不
平
等
、
然
於
病
者
心
則
偏
重
云
云
。
法
華
経
薬
王
品
云
此
経
則
為
閻

浮
提
人
病
之
良
薬
云
云
。
（
略
）
第
七
病
子
一
闡
提
人
・
五
逆
謗
法
者
・
末
代
悪
世
日
本
国
一
切
衆

生
也
。

と
み
え
る
。
父
母
（
釈
尊
）
が
我
子
（
衆
生
）
に
対
し
て
抱
く
慈
悲
の
心
は
偏
頗
な
し
と
い
え
ど
も
、
病

（
謗
法
）
に
冒
さ
れ
た
末
子
（
末
代
の
衆
生
）
に
対
す
る
愛
情
は
他
の
兄
弟
よ
り
重
い
こ
と
が
示
さ
れ
、



こ
の
病
を
治
す
る
良
薬
が
「
此
経
」
す
な
わ
ち
法
華
経
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（11

）

。
な
お
、
ほ
か
に
『
法

華
取
要
抄
』
（
『
定
遺
』
八
一
五
頁
、
文
永
一
一
年
【
真
】
）
、『
可
延
定
業
御
書
』
（
『
定
遺
』
八
六
一
頁
、

文
永
一
二
年
【
真
】
）
、
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
〇
九
一
頁
、
建
治
元
年
【
断
】
）
、
『
妙
心

尼
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
一
〇
二
頁
、
建
治
元
年
【
曾
】
）
、
『
太
田
入
道
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一

一
一
六
頁
、
建
治
元
年
【
断
】
）
等
に
法
華
経
を
想
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
病
之
良
薬
」
の
引
文
が
み

え
る
（12

）

。

ま
た
、『
大
智
度
論
』
巻
一
〇
〇
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
七
五
四
頁
ｂ
）
の
「
以
毒
為
薬
」
、『
法
華
玄
義
』

巻
六
（
『
正
蔵
』
三
三
巻
七
五
五
頁
ａ
）
の
「
変
毒
為
薬
」
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
六
（
『
正
蔵
』
四
六
巻
七

九
頁
ｂ
）
の
「
能
治
復
称
為
妙
」
、
『
法
華
文
句
記
』
巻
一
〇
（
『
正
蔵
』
三
四
巻
三
五
二
頁
ｂ
）
の
「
再

生
敗
種
」
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
六
の
（
『
正
蔵
』
四
六
巻
三
四
五
頁
ｂ
）
「
難
治
能
治
所
以
称
妙
」

な
ど
の
文
証
を
引
用
し
て
、
法
華
経
の
薬
効
を
譬
説
し
た
例
と
し
て
は
、
『
法
華
題
目
鈔
』
（
『
定
遺
』
四

〇
二
頁
、
文
永
三
年
【
断
】
）
、
『
開
目
抄
』
（
『
定
遺
』
五
六
一
頁
、
文
永
九
年
【
曾
】
）
、
『
太
田
入
道
殿

御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
一
一
五
頁
、
建
治
元
年
【
断
】
）
、
『
始
聞
仏
乗
義
』
（
『
定
遺
』
一
四
五
四
頁
、
建

治
四
年
【
真
】
）
、
『
大
田
殿
女
房
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
七
五
五
・
一
七
五
六
頁
、
弘
安
三
年
【
真
】
）

な
ど
が
あ
る
。
特
に
『
大
田
殿
女
房
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
七
五
五
頁
）
で
は
、

譬
如
大
薬
師
能
以
毒
為
薬
と
申
釈
こ
そ
、
此
の
一
字
（
妙
）
を
心
へ
さ
せ
給
た
り
け
る
歟
と
見
へ
て

候
へ
。
毒
と
申
は
苦
集
二
諦
、
生
死
の
因
果
毒
の
中
の
毒
に
て
候
ぞ
か
し
。
此
毒
を
生
死
即
涅
槃
、

煩
悩
即
菩
提
と
な
し
候
を
、
妙
の
極
と
は
申
け
る
な
り
。
良
薬
と
申
は
毒
の
変
じ
て
薬
と
な
り
け
る

を
良
薬
と
は
申
候
け
り
。

と
、
変
毒
為
薬
の
効
能
を
有
す
る
の
が
良
薬
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
『
開
目
抄
』
（
『
定
遺
』
五
五
八
頁
、
文
永
九
年
【
曾
】
）
や
『
顕
仏
未
来
記
』
（
『
定
遺
』

七
三
九
頁
、
文
永
一
〇
年
【
曾
】
）
で
は
、『
天
台
法
華
経
疏
義
纉
』
巻
五
（
『
卍
続
』
二
九
巻
八
九
頁
ａ
）

等
に
も
み
え
る
「
良
薬
苦
口
」
の
文
に
基
づ
い
て
末
代
衆
生
の
理
在
難
化
を
説
か
れ
て
い
る
。

法
華
経
な
ど
の
経
証
、
天
台
章
疏
な
ど
の
文
証
を
併
記
さ
れ
る
以
外
に
も
、
法
華
経
を
良
薬
と
定
め
ら

れ
た
例
は
多
く
、
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
五
一
七
～
一
五
一
八
頁
、
弘
安
元
年
【
真
】
）

に
は
、夫

人
に
二
病
あ
り
。
一
に
は
身
の
病
、
所
謂
地
大
百
一
・
水
大
百
一
・
火
大
百
一
・
風
大
百
一
。
已

上
、
四
百
四
病
也
。
此
病
は
設
仏
に
有
ざ
れ
ど
も
治
之
。
所
謂
治
水
・
流
水
・
耆
婆
・
扁
鵲
等
が
方

薬
、
此
を
治
に
い
ゆ
て
愈
ず
と
い
う
事
な
し
。
二
に
は
心
の
病
、
所
謂
三
毒
乃
至
八
万
四
千
病
也
。

（
略
）
又
心
病
重
々
に
浅
深
勝
劣
分
た
り
。（
以
下
略
）

と
示
さ
れ
、
身
の
病
は
人
の
方
薬
に
よ
っ
て
治
り
、
三
毒
や
八
万
四
千
の
心
の
病
は
小
仏
・
小
乗
の
薬
に

よ
り
治
る
が
、
時
機
不
相
応
の
処
方
は
諸
病
を
増
長
す
る
と
さ
れ
、
末
代
謗
法
と
い
う
心
の
病
に
は
法
華

経
の
良
薬
を
用
い
る
べ
き
旨
を
明
か
さ
れ
て
い
る
（13

）

。
な
お
、
法
華
経
を
謗
法
治
病
の
良
薬
と
さ
れ
る

例
は
、
こ
の
ほ
か
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
（
『
定
遺
』
八
九
五
頁
、
文
永
一
二
年
【
真
】
）
、
『
撰
時
抄
』

（
『
定
遺
』
一
〇
一
七
頁
、
建
治
元
年
【
真
】
）
、
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
〇
八
五
頁
、
建

治
元
年
【
断
】
）
、
『
忘
持
経
事
』
（
『
定
遺
』
一
一
五
〇
頁
、
建
治
二
年
【
真
】
）
、
『
報
恩
抄
』
（
『
定
遺
』

一
二
四
八
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】
）
、
『
諌
暁
八
幡
抄
』
（
『
定
遺
』
一
八
四
六
頁
、
弘
安
三
年
【
断
】
）
等

に
認
め
ら
れ
、
ま
た
単
に
法
華
経
を
薬
と
定
め
る
用
例
も
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
三
六

三
頁
、
建
治
三
年
【
断
】
）
、『
中
務
左
衛
門
尉
殿
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
五
二
四
頁
、
弘
安
元
年
【
真
】）

等
に
認
め
ら
れ
る
。



こ
れ
に
対
し
て
、
法
華
経
を
醍
醐
と
定
め
、
そ
の
薬
効
を
説
か
れ
る
例
が
若
干
数
認
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
『
諌
暁
八
幡
抄
』
（
『
定
遺
』
一
八
三
二
～
一
八
三
三
頁
、
弘
安
三
年
【
断
】）
で
は
、

阿
含
小
乗
経
は
乳
味
の
ご
と
し
。
方
等
大
集
経
・
阿
弥
陀
経
・
深
密
経
・
楞
伽
経
・
大
日
経
等
は
酪

味
の
ご
と
し
。
般
若
経
等
は
生
蘇
味
の
如
く
、
華
厳
経
等
は
熟
蘇
味
の
如
く
、
法
華
・
涅
槃
経
等
は

醍
醐
味
の
如
し
。
設
小
乗
経
の
乳
味
な
り
と
も
、
仏
説
の
如
な
ら
ば
争
か
一
分
の
薬
と
な
ら
ざ
る
べ

き
。
況
や
諸
大
乗
経
を
や
。
何
に
況
や
法
華
経
を
や
。

と
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
華
経
を
乳
の
な
か
で
も
最
高
の
乳
と
さ
れ
る
醍
醐
で
あ
る
と
規
定
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
し
か
も
そ
れ
は
最
高
の
薬
で
あ
る
と
し
て
法
華
経
の
効
能
・
経
用
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

『
開
目
抄
』
に
「
譬
如
醍
醐
。
醍
醐
之
味
乳
・
酪
・
蘇
中
微
妙
第
一
能
除
諸
病
令
諸
有
情
身
心
安
楽
」（
『
定

遺
』
五
八
六
頁
、
文
永
九
年
【
曾
】
）
と
み
え
る
よ
う
に
、
醍
醐
を
病
を
癒
す
薬
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

が
す
で
に
『
六
波
羅
蜜
経
』
巻
一
（
『
正
蔵
』
八
巻
八
六
八
頁
ｃ
）
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

聖
人
も
こ
れ
を
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
醍
醐
」
＝
「
薬
」
と
い
う
概
念
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と

を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
我
が
国
の
本
草
書
（
博
物
誌
的
な
薬
物
書
）
で
あ
る
『
本
草
和
名
』

（
九
一
八
年
成
立
）
や
『
康
頼
本
草
』
（
九
八
四
年
成
立
）
に
も
醍
醐
を
代
表
と
す
る
乳
製
品
を
薬
と
し

て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
『
続
群
書
類
従
』
三
〇
輯
下
四
〇
七
、
四
五
八
頁
）
。
法
華
経

を
乳
、
就
中
醍
醐
に
譬
え
ら
れ
た
例
は
、『
撰
時
抄
』（
『
定
遺
』
一
〇
三
八
頁
、
建
治
元
年
【
真
】
）
、
『
諌

暁
八
幡
抄
』（
『
定
遺
』
一
八
四
四
頁
、
弘
安
三
年
【
断
】）
等
に
も
認
め
ら
れ
る
。

良
薬
や
醍
醐
の
ほ
か
に
も
、
遺
文
中
に
は
法
華
経
の
経
用
・
功
徳
を
譬
説
さ
れ
た
例
が
断
片
的
に
認
め

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
報
恩
抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
四
二
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】）
で
は
、

各
各
経
々
の
題
目
は
易
き
事
同
じ
と
い
へ
ど
も
、
愚
者
と
智
者
と
の
唱
功
徳
は
天
地
雲
泥
な
り
。
譬

へ
ば
大
綱
は
大
力
も
切
が
た
し
。
小
力
な
れ
ど
も
小
刀
を
も
て
た
や
す
く
こ
れ
を
き
る
。
譬
へ
ば
堅

石
を
ば
鈍
刀
を
も
て
ば
大
力
も
破
が
た
し
。
利
剣
を
も
て
ば
小
力
も
破
ぬ
べ
し
。
譬
へ
ば
薬
は
し
ら

ね
ど
も
服
す
れ
ば
病
や
み
ぬ
。
食
は
服
ど
も
病
や
ま
ず
。
譬
へ
ば
仙
薬
は
命
を
の
べ
、
凡
薬
は
病
を

い
や
せ
ど
も
、
命
を
の
べ
ず
。

と
説
か
れ
、
末
代
愚
痴
の
凡
夫
は
法
華
経
の
経
力
（
小
刀
・
利
剣
・
仙
薬
）
に
頼
れ
ば
但
信
無
解
（
小
力

・
無
知
）
で
も
成
仏
で
き
る
旨
を
明
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
同
抄
に
は
、
五
逆
謗
法
の
者
は
法
華
経
と
い
う
大
寒
水
・
大
雪
山
に
伏
せ
ば
、
謗
法
の
大
熱

を
散
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
『
定
遺
』
一
二
四
一
頁
）
と
か
、
衆
星
の
光
も
一
つ
の
日
輪
に
奪
わ
れ
、
諸

鉄
の
利
精
も
一
つ
の
磁
石
に
奪
わ
れ
、
大
剣
の
用
は
小
火
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
牛
驢
の
乳
は
獅
子
王
の
乳

の
前
で
は
水
と
な
り
、
衆
狐
の
術
も
一
匹
の
犬
の
前
で
は
消
え
う
せ
、
獰
猛
な
狗
犬
も
小
虎
の
前
で
は
色

を
失
う
よ
う
に
、
法
華
経
は
開
会
と
い
う
勝
能
を
も
つ
（
『
定
遺
』
一
二
四
四
頁
）
と
の
説
示
も
み
え
る
。

ま
た
、
『
妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
五
三
七
頁
、
弘
安
元
年
【
断
】
）
で
は
、
白
粉
は
漆
を

雪
の
よ
う
に
変
え
、
須
弥
山
に
近
づ
く
者
は
皆
金
色
に
な
る
こ
と
を
も
っ
て
、
法
華
経
は
悪
業
を
仏
種
に

す
る
旨
が
説
か
れ
、
更
に
『
千
日
尼
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
七
六
〇
頁
、
弘
安
三
年
【
真
】
）
で
は
、
衆

河
は
大
海
に
入
れ
ば
同
一
鹹
味
と
な
り
、
衆
鳥
は
須
弥
山
に
近
づ
け
ば
一
色
（
金
色
）
に
な
る
よ
う
に
、

法
華
経
は
善
悪
不
二
に
成
仏
す
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
（14

）

。

三
、
下
種
論
に
お
け
る
譬
喩
の
用
例

次
に
、
日
蓮
聖
人
の
下
種
論
に
つ
い
て
の
譬
説
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抜
粋
す
る
と
、
代
表
的
な
例
と
し



て
、『
小
乗
大
乗
分
別
鈔
』（
『
定
遺
』
七
七
五
頁
、
文
永
一
〇
年
【
断
】）
が
あ
る
。

穢
土
を
離
れ
て
浄
土
に
入
事
は
、
必
法
華
経
の
力
な
る
べ
し
。
例
せ
ば
民
の
女
乃
至
関
白
大
臣
の
女

に
至
る
ま
で
、
大
王
の
種
を
下
せ
ば
、
其
産
る
子
王
と
な
り
ぬ
。
大
王
の
女
な
れ
ど
も
、
臣
下
の
種

を
懐
妊
せ
ば
、
其
子
王
と
な
ら
ざ
る
が
如
し
。

更
に
本
鈔
で
は
爾
前
経
に
よ
る
往
生
・
得
道
に
つ
い
て
述
べ
た
段
（
『
定
遺
』
七
七
五
～
七
七
七
頁
）
に
、

是
は
彼
々
の
経
々
の
力
に
は
非
ず
。
過
去
に
法
華
経
の
種
を
殖
た
り
し
人
、
現
在
に
法
華
経
を
待
ず

し
て
機
す
ゝ
む
故
に
、
爾
前
の
経
経
を
縁
と
し
て
、
過
去
の
法
華
経
の
種
を
発
得
し
て
、
成
仏
往
生

を
と
ぐ
る
な
り
。
（
略
）
此
等
は
彼
彼
経
経
の
力
に
は
あ
ら
ず
、
偏
法
華
経
の
力
也
。
譬
ば
民
の
女

に
王
の
種
を
下
せ
る
を
人
し
ら
ず
し
て
民
の
子
と
思
ひ
、
大
臣
等
の
女
に
王
の
種
を
下
せ
る
を
人
し

ら
ず
し
て
臣
下
の
子
と
思
へ
ど
も
、
大
王
よ
り
是
を
尋
ぬ
れ
ば
皆
王
種
と
な
る
べ
し
。
爾
前
に
し
て

界
外
へ
至
る
人
を
、
法
華
経
よ
り
之
を
尋
ぬ
れ
ば
皆
法
華
経
の
得
道
な
る
べ
し
。

と
み
え
る
。
前
四
味
爾
前
経
に
よ
っ
た
往
生
・
得
道
も
、
そ
の
本
種
を
遡
れ
ば
全
て
過
去
下
種
結
縁
の
法

華
経
の
仏
種
が
発
得
し
た
も
の
（
雖
脱
在
現
具
騰
本
種
）
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お

『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
、
こ
れ
を
「
此
非
仏
本
意
。
但
毒
発
等
一
分
也
」
（
『
定
遺
』
七
一
四
頁
、
文
永

一
〇
年
【
真
】
）
と
否
定
し
、
末
法
今
時
に
お
け
る
成
仏
の
直
道
は
法
華
経
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
披
瀝
さ

れ
て
い
る
。

法
華
経
を
成
仏
の
種
（
仏
種
）
と
規
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
例
は
、
他
に
も
『
守
護
国
家
論
』
（
『
定

遺
』
一
〇
五
頁
、
正
元
元
年
【
曾
】
）
、
『
祈
祷
鈔
』
（
『
定
遺
』
六
七
〇
頁
、
文
永
九
年
【
曾
】
）
、
『
観
心

本
尊
抄
』
（
『
定
遺
』
七
一
一
頁
、
文
永
一
〇
年
【
真
】
）
、
『
撰
時
抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
五
二
頁
、
建
治
元

年
【
真
】
）
、
『
日
女
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
五
一
五
頁
、
弘
安
元
年
【
断
】
）
、
『
千
日
尼
御
前
御
返

事
』
（
『
定
遺
』
一
五
四
三
頁
、
弘
安
元
年
【
真
】
）
、
『
九
郎
太
郎
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
六
〇
三
頁
、

弘
安
元
年
【
断
】
）
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
八
一
三
頁
、
弘
安
三
年
【
断
】
）
等
に
認

め
ら
れ
る
。

四
、
勝
劣
論
に
お
け
る
譬
喩
の
用
例

遺
文
中
に
お
い
て
諸
経
と
法
華
経
の
勝
劣
判
に
つ
い
て
説
か
れ
た
部
分
は
数
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

譬
喩
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
た
例
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
勝
劣
判
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
譬
喩
に
は
、
薬

王
品
十
喩
（
大
海
・
須
弥
山
・
月
輪
・
日
輪
）
を
始
め
、
大
王
・
醍
醐
・
大
山
・
大
地
な
ど
の
語
が
頻
出

す
る
。
具
体
例
を
紹
介
す
る
と
、
『
報
恩
抄
』
（
『
定
遺
』
一
一
九
四
～
一
一
九
五
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】）

で
は
、此

法
華
経
於
諸
経
中
最
在
其
上
等
云
々
。
此
の
経
文
の
ご
と
く
ば
、
須
弥
山
の
頂
に
帝
釈
の
居
が
ご

と
く
、
輪
王
の
頂
に
如
意
宝
珠
の
あ
る
が
ご
と
く
、
衆
木
の
頂
に
月
の
や
ど
る
が
ご
と
く
、
諸
仏
の

頂
上
に
肉
髻
の
住
せ
る
が
ご
と
く
、
此
の
法
華
経
は
華
厳
経
・
大
日
経
・
涅
槃
経
等
の
一
切
経
の
頂

上
の
如
意
宝
珠
な
り
。（
略
）
法
華
経
は
諸
王
に
対
し
て
大
王
等
と
云
々
。

と
、
法
華
経
を
頂
点
に
位
置
す
る
事
物
・
事
象
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
『
立
正
安
国
論
』（
『
定

遺
』
二
一
九
頁
、
文
応
元
年
【
真
】
）
、
『
法
華
取
要
抄
』
（
『
定
遺
』
八
一
一
頁
、
文
永
一
一
年
【
真
】
）
、

『
大
田
殿
許
御
書
』
（
『
定
遺
』
八
五
三
頁
、
文
永
一
二
年
【
真
】
）
、
『
大
学
三
郎
殿
御
書
』
（
『
定
遺
』
一

〇
八
二
頁
、
建
治
元
年
【
真
】
）
、『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
五
四
三
頁
、
弘
安
元
年
【
真
】）

等
に
も
法
華
経
を
諸
経
の
王
（
経
王
）
と
さ
れ
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
譬
喩
の
多
く
は
、
『
法



華
経
』
法
師
品
（
『
開
結
』
三
一
九
頁
）、
薬
王
品
（
『
開
結
』
五
二
五
頁
）
、『
法
華
文
句
記
』
巻
七
（
『
正

蔵
』
三
四
巻
二
八
〇
頁
ａ
）
等
の
説
示
に
基
づ
い
て
い
る
。

ま
た
、
法
華
経
薬
王
菩
薩
本
事
品
所
説
の
歎
法
体
の
十
喩
を
用
い
た
喩
説
も
多
く
、『
薬
王
品
得
意
鈔
』

（
『
定
遺
』
三
三
七
頁
、
文
永
二
年
【
断
】
）
で
は
水
喩
・
山
喩
・
衆
星
喩
・
日
光
喩
を
、『
法
華
題
目
鈔
』

（
『
定
遺
』
三
九
六
頁
、
文
永
三
年
【
断
】
）
で
は
水
喩
・
山
喩
・
衆
星
喩
を
、『
法
華
取
要
抄
』（
『
定
遺
』

八
一
一
頁
、
文
永
一
一
年
【
真
】
）
で
は
仏
喩
を
、
『
撰
時
抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
五
六
～
一
〇
五
七
頁
、

建
治
元
年
【
真
】
）
で
は
山
喩
を
、
『
松
野
殿
御
消
息
』
（
『
定
遺
』
一
一
三
九
頁
、
建
治
二
年
【
断
】
）
で

は
衆
星
喩
を
、
『
立
正
安
国
論
（
広
本
）
』
（
『
定
遺
』
一
四
六
七
頁
、
建
治
・
弘
安
年
間
【
真
】
）
で
は
山

喩
・
衆
星
喩
・
日
光
喩
・
梵
王
喩
を
、『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
五
四
〇
頁
、
弘
安
元
年
【
真
】
）

で
は
水
喩
・
山
喩
・
衆
星
喩
・
日
光
喩
・
仏
喩
を
、『
日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
事
』（
『
定
遺
』
一
六
二
五
頁
、

弘
安
二
年
【
曾
】
）
で
は
水
喩
・
山
喩
・
衆
星
喩
・
仏
喩
を
、
『
南
条
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
八
二
〇

頁
、
弘
安
三
年
【
断
】
）
で
は
水
喩
を
も
っ
て
法
華
最
勝
を
説
く
。
薬
王
品
十
喩
に
つ
い
て
は
か
つ
て
論

考
し
た
の
で
割
愛
す
る
（15

）

。

更
に
、
薬
王
品
十
喩
を
直
接
は
引
用
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
十
喩
を
想
定
さ
せ
る
も

の
と
し
て
、『
兄
弟
鈔
』（
『
定
遺
』
九
一
八
頁
、
文
永
一
二
年
【
真
】）
で
は
、

法
華
経
と
彼
経
経
と
を
引
合
せ
て
見
之
勝
劣
天
地
也
、
高
下
雲
泥
也
。
彼
経
経
は
衆
星
の
如
く
、
法

華
経
は
月
の
如
し
。
彼
経
経
は
灯
炬
星
月
の
如
く
、
法
華
経
大
日
輪
の
如
し
。

と
の
表
現
が
み
え
る
。
な
お
、
こ
の
文
に
も
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
天
地
」
「
雲
泥
」
と
い
っ
た
表
現

さ
え
も
勝
劣
判
の
譬
喩
の
範
疇
に
入
る
。

更
に
、
法
華
経
を
乳
の
中
で
も
最
上
の
乳
と
さ
れ
る
醍
醐
に
な
ぞ
ら
え
て
、
諸
経
と
の
勝
劣
を
説
明
さ

れ
た
も
の
と
し
て
、
『
四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事
』
（
『
定
遺
』
一
一
八
五
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】
）
で
は
、

彼
金
光
明
経
・
最
勝
王
経
は
法
華
経
の
方
便
な
り
。
勝
劣
を
論
ず
れ
ば
乳
と
醍
醐
と
、
金
と
宝
珠
と

の
如
し
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
同
類
の
表
現
は
、
『
祈
祷
鈔
』
（
『
定
遺
』
六
八
五
頁
、
文
永
九
年
【
曾
】
）
、
『
撰
時

抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
三
五
・
一
〇
三
八
頁
、
建
治
元
年
【
真
】
）
、『
報
恩
抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
一
二
頁
、

建
治
二
年
【
曾
】）
等
に
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
遺
文
中
で
は
、
『
宝
軽
法
重
事
』
（
『
定
遺
』
一
一
七
九
頁
、
建
治
二
年
【
真
】
）
で
は
、
爾

前
経
と
法
華
経
は
一
毛
と
大
山
、
梵
天
三
銖
の
衣
と
大
地
と
の
間
ほ
ど
の
軽
重
が
あ
る
と
表
現
さ
れ
、『
滝

泉
寺
申
状
』
（
『
定
遺
』
一
六
八
〇
頁
、
弘
安
二
年
【
真
】
）
で
は
、
諸
経
と
法
華
経
は
大
山
と
蟻
岳
の
高

下
、
獅
子
王
と
狐
兎
ほ
ど
の
力
の
差
が
あ
る
と
の
表
現
が
み
え
る
。

五
、
そ
の
他
の
用
例

こ
の
ほ
か
遺
文
中
で
は
、
法
華
経
の
重
要
性
を
説
明
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
譬
喩
的
表
現
、
法
華
経
の

末
法
流
布
の
必
然
性
を
説
明
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
譬
喩
的
表
現
、
法
華
経
の
末
法
値
遇
の
希
少
性
を
説

明
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
譬
喩
的
表
現
な
ど
が
頻
出
す
る
。

ま
ず
、
法
華
経
の
重
要
性
・
肝
要
性
を
説
明
す
る
譬
喩
と
し
て
は
、
大
別
し
て
法
華
経
を
譬
説
す
る
も

の
、
如
来
寿
量
品
を
譬
説
す
る
も
の
、
題
目
五
字
七
字
を
譬
説
す
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、『
兄
弟
鈔
』（
『
定
遺
』
九
一
八
～
九
二
一
頁
、
文
永
一
二
年
【
真
】）
で
は
、

夫
法
華
経
と
申
は
八
万
法
蔵
の
肝
心
、
十
二
部
経
の
骨
髄
也
。
三
世
の
諸
仏
は
此
経
を
師
と
し
て
正



覚
を
な
り
、
十
方
の
仏
陀
は
一
乗
を
眼
目
と
し
て
衆
生
を
引
導
し
給
ふ
。
（
略
）
さ
れ
ば
こ
の
法
華

経
は
一
切
の
諸
仏
の
眼
目
、
教
主
釈
尊
の
本
師
な
り
。

と
み
え
、
法
華
経
を
肝
心
・
骨
髄
・
師
匠
・
眼
目
等
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
ほ
か
に
も
法
華
経
を
一
代
聖

教
の
肝
心
と
さ
れ
る
も
の
に
、
『
崇
峻
天
皇
御
書
』
（
『
定
遺
』
一
三
九
七
頁
、
建
治
三
年
【
曾
】
）
、
『
諌

暁
八
幡
抄
』（
『
定
遺
』
一
八
四
〇
頁
、
弘
安
三
年
【
断
】）
等
が
あ
る
。

ま
た
、『
法
蓮
鈔
』（
『
定
遺
』
九
四
九
頁
、
建
治
元
年
【
曾
】
）
で
は
、

夫
法
華
経
は
一
代
聖
教
の
骨
髄
な
り
。
自
我
偈
は
二
十
八
品
の
た
ま
し
ひ
な
り
。
三
世
の
諸
仏
は
寿

量
品
を
命
と
し
、
十
方
の
菩
薩
も
自
我
偈
を
眼
目
と
す
る
。

と
、
寿
量
品
な
ら
び
に
自
我
偈
を
法
華
経
の
真
髄
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
寿
量
品
を
一
切
経
な

ら
び
に
法
華
経
の
肝
心
と
さ
れ
る
も
の
に
、
『
開
目
抄
』
（
『
定
遺
』
五
七
七
頁
、
文
永
九
年
【
曾
】
）
等

が
あ
る
。

題
目
五
字
七
字
を
一
切
経
・
法
華
経
・
寿
量
品
の
肝
心
と
さ
れ
る
例
は
多
く
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
『
定

遺
』
七
一
六
・
七
一
七
頁
、
文
永
一
〇
年
【
真
】
）
で
は
「
寿
量
品
肝
心
」
「
寿
量
品
肝
要
」
、
『
新
尼
御

前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
八
六
七
頁
、
文
永
一
二
年
【
曾
】
）
で
は
「
法
華
経
の
本
門
の
肝
心
」
、
『
種
種
御

振
舞
御
書
』（
『
定
遺
』
九
六
二
頁
、
建
治
元
年
【
曾
】）
で
は
「
法
華
経
の
肝
心
」
「
諸
仏
の
眼
目
」
、
『
撰

時
抄
』（
『
定
遺
』
一
〇
〇
七
頁
、
建
治
元
年
【
真
】
）
で
は
「
法
華
経
の
肝
心
」
、『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』

（
『
定
遺
』
一
〇
八
四
頁
、
建
治
元
年
【
断
】
）
で
は
「
八
万
聖
教
の
肝
心
」
「
法
華
経
の
眼
目
」
、
『
報
恩

抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
四
一
・
一
二
四
二
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】
）
で
は
「
一
部
八
巻
の
肝
心
」
「
一
切
経

の
肝
心
」
「
一
切
諸
仏
・
菩
薩
・
二
乗
・
天
人
・
修
羅
・
竜
神
等
の
頂
上
の
正
法
」
「
一
部
八
巻
二
十
八

品
の
肝
心
」
、
『
下
山
御
消
息
』
（
『
定
遺
』
一
三
一
六
・
一
三
三
七
頁
、
建
治
三
年
【
断
】
）
で
は
「
本
門

寿
量
品
の
肝
心
」
「
寿
量
品
の
肝
要
」
、
『
諌
暁
八
幡
抄
』
（
『
定
遺
』
一
八
四
〇
頁
、
弘
安
三
年
【
断
】
）

で
は
「
法
華
経
の
肝
心
」
な
ど
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
譬
喩
的
表
現
に
は
、
主
に
肝
心
・
眼
目
・
骨
髄
な
ど
人
体
に
お
い
て
不
可
欠
と
さ
れ
る
臓
器

に
譬
え
て
説
か
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
譬
説
を
俯
瞰
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
切
経
の
肝
心
は
法
華
経
、
法
華
経
の
肝
心
は
本
門
、
本
門
の
肝
心
は
寿
量
品
、
寿
量
品
の
肝
心

は
五
字
七
字
と
い
う
構
図
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
聖
人
は
、
『
法
華
取
要
抄
』
（
『
定
遺
』
八

一
六
頁
、
文
永
一
一
年
【
真
】
）
や
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』（
『
定
遺
』
九
〇
二
頁
、
文
永
一
二
年
【
真
】
）

に
お
い
て
広
略
を
捨
て
て
肝
要
を
取
る
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
法
華
経
の
末
法
流
布
の
必
然
性
に
関
す
る
譬
説
と
し
て
は
、
『
守
護
国
家
論
』
（
『
定
遺
』
一
〇

二
頁
、
正
元
元
年
【
曾
】
）
で
は
末
代
悪
世
と
い
う
大
旱
魃
に
は
爾
前
四
味
の
川
流
江
河
は
渇
い
て
も
法

華
経
の
大
海
は
減
少
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
『
法
蓮
鈔
』
（
『
定
遺
』
九
五
一
頁
、
建
治
元
年
【
曾
】
）

で
は
渇
者
に
は
水
が
、
裸
者
に
は
衣
が
必
要
な
こ
と
を
も
っ
て
、
『
撰
時
抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
四
八
頁
、

建
治
元
年
【
真
】
）
で
は
日
が
出
れ
ば
星
が
隠
れ
、
賢
王
が
来
れ
ば
愚
王
は
滅
ぶ
こ
と
を
も
っ
て
、
ま
た

『
報
恩
抄
』
（
『
定
遺
』
一
二
四
八
頁
、
建
治
二
年
【
曾
】
）
や
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
六

六
六
頁
、
弘
安
二
年
【
曾
】
）
で
は
、『
法
華
文
句
』
巻
三
（
『
正
蔵
』
三
四
巻
四
〇
頁
ｃ
）
に
み
え
る
「
根

深
則
條
茂
源
遠
則
流
長
」
の
文
を
転
用
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
法
華
経
が
末
法
に
流
布
す
る
必
然
性
を
主
張

さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
末
法
に
お
い
て
法
華
経
に
出
会
う
こ
と
の
困
難
な
る
を
説
明
し
た
例
と
し
て
、『
守
護
国
家
論
』

（
『
定
遺
』
一
二
八
頁
、
正
元
元
年
【
曾
】
）
で
は
『
大
般
涅
槃
経
』（
『
正
蔵
』
一
二
巻
五
六
三
頁
ａ
、『
正

蔵
』
一
二
巻
八
〇
九
頁
ｃ
）
等
に
説
か
れ
る
爪
上
土
の
譬
喩
、
『
法
華
題
目
鈔
』
（
『
定
遺
』
三
九
四
頁
、



文
永
三
年
【
断
】
）
で
は
法
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
（
『
開
結
』
五
七
八
頁
）
等
に
み
え
る
優
曇
華
・
一

眼
亀
の
譬
喩
に
な
ぞ
ら
え
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
簡
単
で
は
あ
っ
た
が
日
蓮
聖
人
の
真
蹟
遺
文
を
中
心
に
法
華
経
乃
至
題
目
五
字
七
字
の
譬
喩
的

表
現
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
用
例
以
外
に
も
、
以
上
の
分
類
に
漏
れ
た
譬
喩
的
表
現
が
若
干
あ

る
が
、
教
義
的
に
類
別
で
き
る
ほ
ど
用
例
が
多
く
な
い
の
で
、
本
章
で
は
省
略
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
分
析

を
約
言
す
る
と
、
次
の
三
点
に
集
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
法
華
経
お
よ
び
題
目
五
字
七
字
の
譬
喩
的
表
現
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
必
ず
し
も
法

華
経
中
の
譬
喩
と
は
限
ら
ず
、
『
大
智
度
論
』
、
『
涅
槃
経
』
、
天
台
三
大
部
な
ど
を
広
く
活
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
つ
目
は
、
法
華
経
お
よ
び
題
目
五
字
七
字
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、
主
に
具
足
論
・
成
仏
論
・
下
種

論
・
勝
劣
論
等
の
説
明
に
お
い
て
、
多
く
の
譬
喩
的
表
現
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、
法
華
経
お
よ
び
題
目
五
字
七
字
の
説
明
に
関
し
て
は
、
あ
る
種
の
教
義
に
特
定
の
譬
喩
的

表
現
が
頻
繁
に
活
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
の
場
合
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
譬
喩
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
譬
喩
活
用
の
裏
に
は
、
教
え
の
内
容
を
確
実
に
伝
達
せ
ん
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
譬
喩
は
単
に
文
章
を
着
飾
る
だ
け
の
修
辞
的
な
美
辞
麗
句
で
は
な
く
、
読
む

者
・
聞
く
者
を
し
て
理
解
せ
し
め
、
随
喜
せ
し
め
、
信
解
せ
し
め
る
感
情
的
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

譬
喩
の
多
用
さ
れ
る
説
示
ほ
ど
重
要
な
教
義
内
容
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
譬
喩
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
弟
子
・
檀
越
に
伝
達
す
べ
き
最
要
の
法
門

が
何
で
あ
っ
た
か
を
自
ず
と
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
譬
喩
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
薬
王
品
十
喩
の
解
釈
に
つ
い
て
」

（
『
日

蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
二
号
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
２
）
譬
喩
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
譬
喩
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
動
物
観
（
二
）
―
輪
廻
転

生
と
竜
女
成
仏
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
四
号
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
３
）
大
海
の
譬
喩
は
『
無
量
義
経
』
説
法
品
（
『
開
結
』
二
〇
頁
）
等
に
、
如
意
宝
珠
の
譬
喩
は

『
大
智
度
論
』
巻
五
九
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
四
七
八
頁
ａ
）
等
に
、
梵
王
の
譬
喩
は
『
大
智
度
論
』

巻
九
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
一
二
三
頁
ｂ
）
等
に
み
え
る
。

（
４
）
天
竺
七
十
箇
国
に
つ
い
て
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
二
（
『
正
蔵
』
五
一
巻
八
七
五
頁
ｂ
）
等
に
み

え
る
。

（
５
）
『
千
日
尼
御
返
事
』
の
鏡
の
譬
喩
は
『
維
摩
経
略
疏
』
巻
七
（
『
正
蔵
』
三
八
巻
六
七
〇
頁
ｂ
）

等
に
み
え
る
。

（
６
）
日
本
国
民
の
具
体
的
な
人
口
に
つ
い
て
は
『
定
遺
』
一
八
四
七
、
一
八
四
八
、
二
五
〇
四
頁
に
「
四

十
九
億
九
万
四
千
八
百
二
十
八
人
」
、
『
定
遺
』
一
八
二
六
、
一
八
七
八
頁
に
は
「
四
十
五
億
八
万

九
千
六
百
五
十
九
人
」
と
み
え
る
。
一
切
経
の
具
体
的
な
巻
数
に
つ
い
て
は
『
定
遺
』
九
一
八
頁
に

も
同
様
な
表
記
が
み
ら
れ
る
。



（
７
）
蓮
華
の
譬
喩
は
北
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
九
（
『
正
蔵
』
一
二
巻
四
一
九
頁
ｂ
）
、
南
本
『
大
般

涅
槃
経
』
巻
九
（
『
正
蔵
』
一
二
巻
六
六
〇
頁
ｂ
）
等
に
、
芭
蕉
・
磁
石
の
譬
喩
は
北
本
『
大
般
涅

槃
経
』
巻
三
二
（
『
正
蔵
』
一
二
巻
五
五
五
頁
ｃ
）
、
南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
三
〇
（
『
正
蔵
』
一

二
巻
八
〇
一
頁
ｃ
）
等
に
、
栴
檀
の
譬
喩
は
『
観
仏
三
昧
経
』
巻
一
（
『
正
蔵
』
一
五
巻
六
四
六
頁

ａ
）
、『
安
楽
集
』
巻
上
（
『
正
蔵
』
四
七
巻
五
頁
ａ
）
等
に
、
羊
角
・
亀
甲
の
譬
喩
は
『
大
智
度
論
』

巻
三
一
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
二
九
〇
頁
ｂ
）
、
北
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
九
（
『
正
蔵
』
一
二
巻
四
一

八
頁
ｂ
）、
南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
九
（
『
正
蔵
』
一
二
巻
六
五
九
頁
ｂ
）
等
に
み
え
る
。

（
８
）
竹
の
譬
喩
は
『
大
智
度
論
』
巻
四
八
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
四
〇
四
頁
ａ
）
や
『
十
住
毘
婆
沙
論
』

巻
二
（
『
正
蔵
』
二
六
巻
三
〇
頁
ａ
）
等
に
み
え
る
。

（
９
）
七
歩
蛇
の
譬
喩
に
つ
い
て
は
『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
』
巻
二
五
（
『
正
蔵
』
二
八
巻
一
八
六
頁
ａ
）

等
に
み
え
る
。
七
歩
蛇
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
譬
喩
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
動
物
観
（
一
）
―
「
動
物
」

の
定
義
と
分
類
を
中
心
に
―
」（
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
三
号
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（10

）『
撰
時
抄
』
の
驥
尾
の
譬
喩
は
他
に
『
定
遺
』
二
一
九
、
一
四
六
七
、
一
六
〇
三
頁
等
に
み
え
る
。

転
輪
聖
王
の
譬
喩
は
『
大
智
度
論
』
巻
九
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
一
二
三
頁
ｃ
）
お
よ
び
巻
一
〇

（
『
正

蔵
』
二
五
巻
一
三
〇
頁
ｂ
）
等
に
み
え
る
。
麒
麟
・
竜
馬
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
譬
喩
に
み
る
日
蓮
聖

人
の
動
物
観
（
一
）
―
「
動
物
」
の
定
義
と
分
類
を
中
心
に
―
」
（
前
掲
）
を
参
照
。
『
随
自
意
御

書
』
の
「
麻
の
中
の
蓬
」
の
説
は
、
『
荀
子
』
勧
学
篇
（
『
新
訳
漢
文
大
系
』
五
巻
二
一
頁
）

に

み
え
る
諺
の
「
蓬
生
麻
中
不
扶
而
直
（
よ
も
ぎ
麻
の
中
に
生
ず
れ
ば
扶
け
ず
し
て
直
し
）
」
に
よ
る

も
の
か
。
『
大
豆
御
書
』
の
五
浄
の
譬
喩
は
『
安
楽
集
』
巻
上
（
『
正
蔵
』
四
七
巻
七
頁
ｂ
）
等
に

み
え
る
。

（11

）「
七
子
の
譬
喩
」
に
つ
い
て
は
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
〇
（
『
正
蔵
』
一
二
巻
四
八
一
頁
ａ
）
、『
法

華
玄
義
釈
籤
』
巻
一
二
（
『
正
蔵
』
三
三
巻
九
〇
一
頁
ｂ
）
等
に
み
え
る
。

（12

）
『
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』
の
波
瑠
璃
王
説
話
の
蘇
生
蓮
華
譚
は
『
大
日
経
義
釈
』
巻
一
一
（
『
卍

続
』
二
三
巻
四
五
五
頁
ａ
）
等
に
み
え
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
譬
喩
蓮
華
の
解

釈
」（
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
一
号
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（13

）
八
万
四
千
の
心
の
病
に
つ
い
て
は
、
『
大
智
度
論
』
巻
五
九
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
四
七
八
頁
ｂ
）

等
に
み
え
る
。

（14

）
大
海
・
須
弥
山
の
譬
喩
は
『
大
智
度
論
』
巻
三
五
（
『
正
蔵
』
二
五
巻
三
二
一
頁
ａ
）
等
に
み
え

る
。

（15

）
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
薬
王
品
十
喩
の
解
釈
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
。


